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文＝大平美智子　写真＝仁木岳彦（p.34-47）

Italy
Firenze,Toscana

Episode 1
伝統を未来へと繋ぐ美意識

Information
時差：－8時間

（夏季は－7時間）

通貨：1€≒140

入国制限なし

（2022年9月28日現在）
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　天
ま
で
も
が
そ
の
美
し
さ
に
嫉
妬
し
て
い

る
、
と
美
術
史
家
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
賛
美
し
た
花

の
都
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
。
な
る
ほ
ど
ト
ス
カ
ー
ナ

の
ま
ぶ
し
い
陽
光
は
、
街
に
満
ち
溢
れ
る
造
形

美
に
容
赦
な
く
射
し
込
む
よ
う
。

　旧
市
街
を
そ
ぞ
ろ
歩
け
ば
、
暗
い
小
道
の
奥

に
忽
然
と
現
れ
る
優
美
な
赤
茶
色
の
巨
大
ク
ー

ポ
ラ
に
息
を
呑
み
、
ふ
い
に
出
会
う
ド
ナ
テ
ッ

ロ
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
陰
影
深
い
彫
像
が
飛

ば
す
眼
光
に
ド
キ
リ
と
す
る
。
美
術
史
上
に
燦

然
と
輝
く
ル
ネ
サ
ン
ス
の
巨
匠
た
ち
の
、
人
間

臭
い
英
雄
伝
説
が
今
で
も
街
角
に
漂
う
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
に
は
、
ア
ル
ノ
川
と
と
も
に
マ
ジ
カ
ル

な
時
間
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
。

　こ
の
何
百
年
も
変
わ
ら
な
そ
う
に
見
え
る
風

景
の
陰
に
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
が
命
を
か

け
て
作
り
上
げ
、
守
り
抜
い
て
き
た
熾
烈
な
歴

史
が
あ
る
。

　紀
元
前
か
ら
土
壌
に
恵
ま
れ
、
商
業
や
製
造

業
に
長
け
た
民
族
は
、
莫
大
な
富
を
得
て
、
や

が
て
ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
を
巻
き
起
こ
す
。
そ
の

過
程
で
、
ノ
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
と
し
て

都
や
領
地
の
美
化
に
資
金
投
入
し
、
ト
ス
カ
ー

ナ
の
田
園
で
さ
え
も
風
情
あ
る
集
落
や
糸
杉
並

木
で
飾
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

　栄
華
が
遠
く
過
ぎ
去
っ
た
今
日
で
も
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
流
美
意
識
を
継
承
す
る
市
民
層
は
厚

く
、
伝
統
あ
る
文
化
財
保
護
組
織
に
は
国
内
外

か
ら
寄
付
が
集
ま
り
、
近
年
は
外
国
資
本
も
参

入
し
、
古
都
の
美
は
未
来
に
向
け
て
輝
き
を
増

し
て
い
る
。
さ
ら
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、

華
麗
に
衣
替
え
し
た
宿
泊
施
設
の
オ
ー
プ
ン
が

続
い
た
。

　世
界
屈
指
の
芸
術
の
都
で
し
か
味
わ
え
な
い

極
上
ス
テ
イ
を
満
喫
し
た
い
。

芸
術
の
都
を
味
わ
い
尽
く
す

快
適
な
ス
テ
イ
は
進
化
す
る

〈右〉サン・ジョヴァンニ広場か

らサンタ・マリア・デル・フィオー

レ大聖堂を望む。〈左〉ヘルヴ

ェティア＆ブリストル（p.40） 

の〝ジュニア・スイート・ビュー〞。

伝統工房特注による内装は

気品に満ちている。
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２
０
２
２
年
後
半
の
イ
タ
リ
ア
は
、
マ
ス
ク

や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
報
道
は
い
つ
の
間
に
か
フ
ェ

イ
ド
ア
ウ
ト
し
、す
っ
か
り
日
常
回
帰
モ
ー
ド
。

入
国
時
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陰
性
証
明
提
示
な
ど
も

免
除
さ
れ
、
旅
行
熱
を
溜
め
込
ん
だ
欧
米
の
観

光
客
が
続
々
と
押
し
寄
せ
て
い
る
。

　
な
か
で
も
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
人
気
の
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ら
し
く
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
は
ど
こ
も
大
盛
況
。
し
か
も
広
場
か
ら
路
地

裏
に
溢
れ
出
し
た
テ
ラ
ス
席
で
憩
う
人
々
で
賑

や
か
こ
の
上
な
い
。
昼
も
夜
も
ど
こ
ま
で
も
宴

が
続
く
真
夏
の
夜
の
夢
の
よ
う
。

　
花
の
都
は
、
こ
の
時
を
予
見
し
て
い
た
か
の

よ
う
に
行
動
制
限
下
で
も
弛
ま
ず
グ
ル
ー
ミ
ン

グ
し
続
け
て
い
た
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
大
掛
か

り
な
修
復
が
行
わ
れ
、
様
々
な
施
設
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
や
新
オ
ー
プ
ン
が
続
く
。

　
特
に
目
立
っ
た
の
は
、
旧
市
街
で
長
ら
く
門

を
閉
ざ
し
て
い
た
ヘ
リ
テ
ー
ジ
級
建
造
物
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
デ
ビ
ュ
ー
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
貴
族

の
館
で
重
要
文
化
財
を
秘
蔵
す
る
「
パ
ラ
ッ
ツ

ォ
・
ポ
ル
テ
ィ
ナ
ー
リ
・
サ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
テ
ィ
」

（
Ｐ
37
）
や
、
名
門
ホ
テ
ル
「
ヘ
ル
ヴ
ェ
テ
ィ

ア
＆
ブ
リ
ス
ト
ル
」（
Ｐ
40
）
も
全
館
修
復
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
続
い
て
隣
の
古
館
を
買
い
取
り

新
館
を
増
設
。
中
心
街
の
ど
真
ん
中
で
３
６
０

度
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
る
大
型
テ
ラ
ス
を
持
つ

「
ホ
テ
ル
・
カ
リ
マ
ー
ラ
」（
Ｐ
44
）
な
ど
、 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
続
々
と
オ
ー
プ
ン
。

　
あ
た
か
も
14
世
紀
の
ペ
ス
ト
後
に
、
ル
ネ
サ

ン
ス
運
動
が
や
っ
て
き
た
か
の
如
く
再
生
し
続

け
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
。
街
全
体
が
ヘ
リ
テ
ー
ジ

の
古
都
の
底
力
は
未
知
数
だ
。

日
常
に
回
帰
し
た
古
都
は

毎
日
が
ま
る
で
祝
祭
の
よ
う

Firenze Now
動き出した古都

1 古代ローマ時代に起源をもつ町の象徴、ヴェッキオ橋。2 大聖堂の周りもテラス席でいっぱい。3 パノラマの名所ミケランジェロ広場は空前の混み具合。4 夕陽に染まる古都の美は永遠。

5 有名ブランドの寄附による修復後、通水しマニエリスム然となったネプチューンの噴水。6 共和国広場のメリーゴーランドも復活。7 飲食店の客席で埋まったファエンツァ通り。
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ル
ネ
サ
ン
ス
の

芸
術
に
溢
れ
た

貴
族
の
館
へ
よ
う
こ
そ

Palazzo Portinari Salviati
パラッツォ・ポルティナーリ・サルヴィアーティ

Firenze
Italy

〈上〉ルネサンスの中庭がメイ

ンホールに。〈下〉〝ガリレオ・ジ

ュニア・スイート〞の窓から大聖

堂を眺める。
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1・8・9 最上階のガリレオ・ジュニア・スイート。天文学関連のアンティークが揃う。2 巨匠アレ 

ッサンドロ・アローリによる華麗なフレスコ画が天井に。3 豪奢なサルヴィアーティ礼拝堂。

4 迫力の「フレスコ画のギャラリー」。5 地下から古代ローマ遺跡が発見されるというサプライズ

も。6 ダイナミックな空間〝フランチェスコ１世マスタースイート〞。7 客室の調度品もお宝揃い。

　古
都
に
花
咲
き
乱
れ
る
4
月
の
半
ば
、
大
聖

堂
脇
か
ら
徒
歩
2
分
ほ
ど
の
コ
ル
ソ
通
り
に
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
級
の
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　こ
こ
は
メ
デ
ィ
チ
家
と
と
も
に
ル
ネ
サ
ン
ス

運
動
に
深
く
関
わ
っ
た
銀
行
家
ポ
ル
テ
ィ
ナ
ー

リ
家
の
13
世
紀
か
ら
の
住
ま
い
で
あ
り
、
中
世

の
詩
人
ダ
ン
テ
の
ミ
ュ
ー
ズ
、
ベ
ア
ト
リ
ー
チ

ェ
の
生
家
で
も
あ
る
と
い
う
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

市
民
に
は
思
い
入
れ
深
い
場
所
。

　ル
ネ
サ
ン
ス
最
盛
期
に
は
初
代
ト
ス
カ
ー
ナ

大
公
コ
ジ
モ
1
世
の
母
方
の
名
家
サ
ル
ヴ
ィ
ア

ー
テ
ィ
家
が
買
い
取
り
豪
奢
に
増
築
。
巨
匠
ド

ナ
テ
ッ
ロ
や
ヴ
ェ
ロ
ッ
キ
オ
な
ど
の
調
度
品
で

埋
め
尽
く
し
た
。
こ
れ
ら
の
歴
史
が
、
こ
の
ふ

た
つ
の
家
名
を
冠
す
る
由
来
で
あ
る
。

　薄
暗
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
館
内
に
入
る
と
、

ガ
ラ
ス
張
り
の
天
井
か
ら
や
わ
ら
か
い
光
が
降

り
注
ぐ
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
ス
タ
ッ
フ
が
優
し
く

迎
え
て
く
れ
る
。
そ
こ
は
典
型
的
な
ル
ネ
サ
ン

ス
の
貴
族
の
館
に
見
ら
れ
る
青
砂
岩
の
柱
廊
を

配
置
し
た
元
中
庭
で
、
中
央
に
は
古
代
ロ
ー
マ

時
代
風
の
彫
刻
、
奥
の
壁
に
は
中
世
の
聖
母
子

像
の
フ
レ
ス
コ
画
が
さ
り
げ
な
く
鎮
座
し
て
お

り
、
古
の
栄
華
を
思
わ
せ
る
佇
ま
い
。
館
内
奥

に
は
ル
ネ
サ
ン
ス
後
期
の
画
家
ア
ロ
ー
リ
に
よ

る
豪
奢
な
天
井
画
や
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
と
い
う
礼
拝
堂
な
ど
が
美
術
監
督
局
指
導
下

で
4
年
の
歳
月
を
か
け
て
丁
寧
に
修
復
さ
れ
て

復
活
、
全
館
に
輝
き
が
蘇
っ
た
の
だ
。

ふ
た
つ
の
名
家
の
姓
を
冠
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
級
ホ
テ
ル
が
登
場

23
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さ
ら
に
圧
巻
は
、
ノ
ー
ブ
ル
階
に
あ
る
「
ダ

ン
テ
」「
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
」
な
ど
、
ゆ
か
り

あ
る
人
物
名
が
付
い
た
４
つ
の
ア
イ
コ
ニ
ッ
ク 

・
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
。
高
さ
６
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
天
井
か
ら
シ
ル
ク
ゴ
ブ
ラ
ン
の
カ
ー
テ
ン
が

た
っ
ぷ
り
と
下
が
り
、
15
世
紀
の
木
製
装
飾
天

井
や
18
世
紀
の
ロ
コ
コ
壁
画
、
年
代
物
の
テ
ラ

コ
ッ
タ
の
床
は
風
合
い
よ
く
磨
き
抜
か
れ
、
調

度
品
も
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ザ
ビ
ー
や
ク
リ
ス
テ
ィ

ー
ズ
で
競
り
落
と
し
た
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
逸
品

ば
か
り
。
バ
ス
ル
ー
ム
の
新
設
に
あ
た
っ
て
は

壁
も
文
化
財
な
の
で
穴
も
開
け
ら
れ
な
い
た
め
、

客
室
内
を
大
理
石
尽
く
し
の
ボ
ッ
ク
ス
型
に
仕

上
げ
贅
を
極
め
た
。

　
当
ホ
テ
ル
の
も
う
一
つ
の
目
玉
が
、
館
内
奥

の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
コ
ー
ト
に
あ
る
メ
イ
ン
ダ

イ
ニ
ン
グ
「
シ
ッ
ク
・
ノ
ン
ナ
」
だ
。
こ
ち
ら

は
ヴ
ィ
ト
・
モ
ッ
リ
ー
カ
氏
が
率
い
る
フ
ー
デ

ィ
ー
ズ
待
望
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
ズ
ホ
テ
ル
時
代
か
ら
、
そ
の
安
定
し
た
腕
前

と
人
柄
が
褒
め
称
え
ら
れ
た
ヴ
ィ
ト
氏
が
今
め

ざ
す
料
理
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
ル
カ
ー
ノ
地
方

の
少
年
時
代
に
愛
し
た
滋
味
溢
れ
る
思
い
出
の

味
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
近
郊
の
新
鮮
な
食
材
を
生

か
し
た
シ
グ
ニ
チ
ャ
ー
・
プ
レ
ー
ト
を
、
貴
族

が
饗
宴
を
催
し
た
中
庭
で
ゆ
っ
た
り
と
い
た
だ

け
る
。
メ
イ
ン
サ
ロ
ン
内
の
「
サ
ロ
ッ
ト
・
ポ

ル
テ
ィ
ナ
ー
リ
」
で
の
朝
食
や
ラ
ン
チ
も
同
厨

房
の
も
の
な
の
で
お
得
感
た
っ
ぷ
り
。

　
毎
週
月
曜
に
は
館
内
文
化
財
ハ
イ
ラ
イ
ト
・

ツ
ア
ー
も
企
画
さ
れ
て
い
る
の
で
見
学
＆
食
事

だ
け
で
も
お
す
す
め
だ
。

4 〝ウズラの詰め物とフォアグラのアプリコットソース〞。5・6 優雅な「サロット・ポルティナーリ」でい

ただくお茶と朝食。「シック・ノンナ」の厨房で仕込んだデザートや卵料理はスペシャル。

7 マジカルな空気が漂う正面玄関。8 可憐な天使のフレスコ画の天井を持つ〝ベアトリー

チェ・マスター・スイート〞。9 「シック・ノンナ」は壮麗なマニエリスム様式の空間。

1 軽い酸味と甘さ、柑橘の香りの出合いが秀逸

なデザート〝シトロン〞。2 〝ホタテとレタスのオリ 

ーブオイルソース〞。 3 〝カヴァテッリ・パスタのエ

ビ添えカチョ・エ・ペペ〞。いずれも人気の料理。
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花
の
都
の
中
心
に
立
つ

迎
賓
館
ホ
テ
ル
に
て

そ
の
奥
深
い
歴
史
に
浸
る

Helvetia & Bristol
ヘルヴェティア&ブリストル

Firenze
Italy

グランドツアー時代の面影を残

す大階段や廊下も、当時の素材

や色に忠実に修復。輝きが蘇る。

40

仕上サイズ
データ 登録
297
232
右アキ

297
232
右

天地
左右
アキ

保
土
沢

3

A
F
1
1
D
0
1
／
3
課
定
期

2021

034-049_イタリア_3.indd   40034-049_イタリア_3.indd   40 2022/10/02   20:032022/10/02   20:03

41

　
19
世
紀
末
、
迎
賓
館
ホ
テ
ル
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
し
た
「
ヘ
ル
ヴ
ェ
テ
ィ
ア
＆
ブ
リ
ス
ト
ル
」

は
、
大
聖
堂
や
各
名
所
に
至
便
の
立
地
で
、
グ

ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
で
や
っ
て
き
た
英
国
貴
族
や
著

名
な
文
豪
、
芸
術
家
な
ど
の
定
宿
で
あ
っ
た
。

　
長
ら
く
旧
市
街
の
帷

と
ば
り

に
隠
れ
た
コ
ン
サ
バ
な

５
ツ
星
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
６
年
よ
り
地
元

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
経
営
す
る
ス
タ
ー
ホ
テ
ル
ズ
・

グ
ル
ー
プ
の
傘
下
と
な
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
生

ま
れ
の
２
代
目
、
現
社
長
の
エ
リ
ザ
ベ
ッ
タ
・

フ
ァ
ブ
リ
氏
は
こ
と
の
ほ
か
同
ホ
テ
ル
に
惚
れ

込
み
、
足
繁
く
通
っ
て
は
イ
ン
テ
リ
ア
を
変
え

た
り
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
を
拡
張
し
た
り
と
こ
ま
ご

ま
手
を
加
え
て
い
る
う
ち
に
居
心
地
よ
い
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
趣
味
の
宿
と
な
っ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
２
０
１
９
年
、
全
館
の
大
掛
か
り
な

修
復
＆
改
築
工
事
に
踏
み
切
る
。
19
世
紀
の
施

設
や
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
イ
ン
テ
リ
ア
を
国
際
的
に

も
著
名
な
地
元
の
修
復
工
房
に
依
頼
し
、
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク
も
由
緒
あ
る
伝
統
絹
織
物
工
房
で
新

調
す
る
な
ど
し
て
、
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
エ

レ
ガ
ン
ス
と
輝
き
を
取
り
戻
し
た
。
さ
ら
に
隣

接
し
て
い
た
元
ロ
ー
マ
銀
行
の
18
世
紀
の
館
を

買
い
取
り
、
２
０
２
１
年
に
新
た
に
25
の
客
室

を
増
設
。
ザ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ホ
テ
ル
ズ
・
オ

ブ
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
に
も
加
盟
し
、
中
心
街
で

唯
一
、
世
界
ト
ッ
プ
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
宿
泊

施
設
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
の
だ
。

　
滞
在
先
の
楽
し
み
に
欠
か
せ
な
い
グ
ル
メ
部

伝
統
職
人
工
房
の
技
が
光
る

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
空
間

1 メインホール奥にあるアール・デコ様式の「ウィンター・ガーデン」。2 メインホールもユニー

クな円形ソファに刷新。3・6 「ブリストル」館のスイートルーム。全館モダンシックな内装。

4 地下にあるトラヴェルティーノ大理石で統一された優雅なスパ。広い温水プールにメニュ

ーも充実。5 ジムには工事中に発見された古代ローマ遺跡が。なんとテルメ跡だったそう。

1
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8 〝国産トマト4種のカラフルな前菜〞。9 鉢植えスタイルの人気のデザート。10 「チ

ブレオ・カフェ」でも食事や本格カクテルが楽しめる。11 大人ムードな「チブレオ・リ

ストランテ」。12 「チブレオ・カフェ」のバーカウンター。

門
も
劇
的
な
展
開
と
な
っ
た
。
２
０
２
１
年
５

月
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
伝
統
創
作
料
理
の
第
一

人
者
、
フ
ァ
ビ
オ
・
ピ
ッ
キ
氏
と
の
コ
ラ
ボ
に

よ
り
「
チ
ブ
レ
オ
・
カ
フ
ェ
」
を
開
店
し
、
同

年
冬
に
は
、
地
上
階
に
新
設
さ
れ
た
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
な
大
ホ
ー
ル
に
名
店
「
チ
ブ
レ
オ
・
リ
ス
ト

ラ
ン
テ
」
の
姉
妹
店
を
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し

て
世
間
を
騒
が
せ
た
。
サ
ン
タ
ン
ブ
ロ
ー
ジ
ョ

市
場
エ
リ
ア
に
１
９
７
９
年
か
ら
店
を
数
軒
構

え
る
彼
は
、
素
朴
な
伝
統
食
材
を
最
高
に
美
味

し
い
料
理
に
仕
立
て
る
鬼
才
。
ま
た
地
元
食
文

化
の
語
り
部
で
書
籍
も
多
数
残
し
た
。
残
念
な

こ
と
に
フ
ァ
ビ
オ
氏
は
今
年
急
逝
し
て
し
ま
っ

た
が
、
長
年
の
右
腕
シ
ェ
フ
、
オ
ス
カ
ー
・
セ

ヴ
ェ
リ
ー
ニ
氏
が
い
る
か
ら
安
心
で
あ
る
。

　
一
方
、菓
子
部
門
も
ハ
イ
エ
ン
ド
を
目
指
す
。

昨
年
近
く
に
、
神
の
采
配
の
ご
と
く
、
イ
タ
リ

ア
を
代
表
す
る
カ
リ
ス
マ
・
パ
テ
ィ
シ
エ
の
イ

ジ
ー
ニ
オ
・
マ
ッ
サ
ー
リ
氏
が
優
雅
な
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
＆
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
を
出
店
。
マ
エ
ス
ト

ロ
・
マ
ッ
サ
ー
リ
は
、
権
威
あ
る
イ
タ
リ
ア
菓

子
職
人
協
会
の
創
設
者
で
フ
ラ
ン
ス
の
ル
レ
・

デ
セ
ー
ル
協
会
顧
問
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
菓
子

職
人
業
界
の
重
鎮
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は

美
味
し
い
菓
子
店
に
乏
し
い
事
情
も
あ
り
、
同

ホ
テ
ル
で
は
さ
っ
そ
く
ホ
テ
ル
内
取
扱
い
の
専

属
契
約
を
結
び
、
朝
食
や
サ
ロ
ン
用
に
隣
の
イ

タ
リ
ア
ト
ッ
プ
の
ス
ウ
ィ
ー
ツ
工
房
の
焼
き
立

て
を
確
保
し
て
、
全
館
の
グ
ル
メ
度
を
ウ
ル
ト

ラ
級
に
ア
ッ
プ
。
ホ
テ
ル
前
に
は
優
雅
な
ソ
フ
ァ

の
テ
ラ
ス
席
も
張
り
出
し
、
中
心
街
の
新
た
な

グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
の
誕
生
と
な
っ
た
。

1 テラス席でいただく朝食はエ

クスルーシヴ感たっぷり。2  

〝フィレンツェ風レッドサラダ〞。

3 ディナーのアミューズをカク

テルと合わせるのが当世流。

4 〝シェフのスペアリブ〞。5 シ

グニチャープレートのプリモ

〝チブレオ風クレスペッラ〞。6 

「マッサーリ」の美しい菓子類。

7 ジャムやビスケットはお土産

にぴったり。
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1 イニシャル入りのリネンやベッドはドレラン

社の特製。2 創業当時の温もりあるインテリ

アとアンティークで囲まれた〝ヘリテージ・スイ

ート・ヘルヴェティア〞。白木枠の鏡扉や鉄

細工の天蓋なども職人が丁寧に修復。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
改
築
の
後
、
当
館
は
さ
っ
そ
く
ワ

ー
ル
ド
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
ホ
テ
ル
・
ア
ワ

ー
ド
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
ヘ
リ
テ
イ
ジ
・
ホ

テ
ル
部
門
賞
な
ど
ス
テ
ー
タ
ス
あ
る
賞
に
多
数

輝
い
た
。
オ
ー
ナ
ー
は
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
全
世
界
で
30
軒
も
の
ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー
・
ホ
テ
ル
を
経
営
す
る
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
プ
ロ
だ
け
に
、
地
元
の
ヘ
リ
テ
イ
ジ
、

「
ヘ
ル
ヴ
ェ
テ
ィ
ア
＆
ブ
リ
ス
ト
ル
」
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
見
抜
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
世
界
を
飛
び
回
る
経
営
陣
に
代
わ
っ
て
、
変

遷
を
見
守
り
つ
づ
け
る
看
板
支
配
人
フ
ェ
デ
リ

コ
・
ヴ
ェ
ル
サ
ー
リ
氏
に
、
話
を
伺
っ
た
。

「
フ
ァ
ブ
リ
社
長
は
こ
の
ホ
テ
ル
を
大
変
贔
屓

に
し
て
い
て
、
イ
ル
・
ミ
オ
・
ジ
ョ
イ
エ
ッ
ロ

（
私
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
）
と
呼
ん
で
磨
き
上
げ
た

の
で
す
」と
、人
懐
こ
い
笑
顔
で
語
る
支
配
人
。

「
改
築
に
よ
り
旧
館
を『
ヘ
ル
ヴ
ェ
テ
ィ
ア
』、

新
館
を『
ブ
リ
ス
ト
ル
』と
区
分
け
し
ま
し
た
。

『
ヘ
ル
ヴ
ェ
テ
ィ
ア
』
館
は
、
19
世
紀
の
様
式

を
大
切
に
、全
館
を
く
ま
な
く
修
復
し
ま
し
た
。

約
２
０
０
点
あ
っ
た
17
〜
18
世
紀
の
テ
ー
ブ
ル

や
椅
子
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
カ
シ
ャ
ー
ニ
工

房
で
直
し
、
カ
ー
テ
ン
や
壁
布
な
ど
は
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
伝
統
絹
織
物
工
房
で
新
調
し
ま
し
た
」

　
カ
シ
ャ
ー
ニ
工
房
は
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
や
海
外

の
美
術
館
の
作
品
を
手
が
け
る
世
界
的
ト
ッ
プ

の
修
復
工
房
だ
。

「
一
方
『
ブ
リ
ス
ト
ル
』
館
は
、
フ
ァ
ブ
リ
社

長
の
お
気
に
入
り
の
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ナ

ー
、
ア
ヌ
ー
シ
ュ
カ
・
ヘ
ン
ペ
ル
に
依
頼
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
鏡
や
大
理
石
モ
ザ
イ
ク
の
テ

ー
ブ
ル
、
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
な
ど
も
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
の
伝
統
工
房
の
も
の
で
す
。
タ
イ
ム
レ
ス
な

落
ち
着
い
た
デ
ザ
イ
ン
と
評
判
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
」

　
ア
ヌ
ー
シ
ュ
カ
・
ヘ
ン
ペ
ル
は
、
英
国
を
拠

点
に
世
界
で
活
躍
す
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
専
門

デ
ザ
イ
ナ
ー
。
一
見
シ
ン
プ
ル
に
見
え
る
空
間

だ
が
、
職
人
の
手
に
な
る
イ
ン
テ
リ
ア
は
密
度

濃
く
、
ど
こ
か
温
も
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
全
館
を
あ
げ
て
、
伝
統
職
人
工
房
も
の
を
使

用
と
な
る
と
コ
ス
ト
も
か
な
り
で
あ
ろ
う
が
、

工
房
存
続
に
大
貢
献
し
た
と
言
え
る
。

　
街
中
に
は
中
世
か
ら
の
伝
統
を
も
つ
ボ
ッ
テ

ー
ガ
と
呼
ば
れ
る
工
房
が
あ
り
、
そ
れ
を
使
い

分
け
、
支
え
続
け
て
き
た
市
民
が
い
る
か
ら
こ

そ
今
日
ま
で
伝
統
の
技
が
伝
え
ら
れ
、
未
来
に

継
承
す
る
コ
ア
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
最
後
に
支
配
人
に
お
す
す
め
の
ス
テ
イ
法
を

聞
い
て
み
た
。

「
最
高
の
立
地
な
の
で
、
庭
を
散
歩
す
る
よ
う

に
古
都
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。そ
し
て
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
伝
統
の
粋
が
満
ち
る
館
内
を
フ

ル
活
用
し
て
、
ご
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
」

看
板
支
配
人
が
語
る

リ
ュ
ク
ス
な
館
内
の
秘
密

DATA Via dei Pescioni 2, 50123 Firenze

☎+39 055 26651

collezione.starhotels.com/en/our-hotels/

helvetia-and-bristol-florence　

客室数／89　料金／1室550€～

Helvetia & Bristol

「工房と市民との密接な関係が
未来へと続く伝統の要」

フェデリコ・ヴェルサーリ支配人。大都市やリゾートの高級ホテ

ルの要職を歴任してきたホスピタリティのプロである。

3 チェリーと紫のダマスク織はフレス 

コバルディ家のオリジナル柄。18世紀

から貴族の家々が共同経営していた

フィレンツェ伝統絹織物工房製で、

現在はステファノ・リッチ社が経営。
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美
を
極
め
た
街
を
一
望
す
る

屋
上
の
バ
ー
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
で

贅
沢
な
時
間
を
過
ご
す

〈上〉朝食も最上階の緑溢れるテラスで。

〈下〉剝き出しの石壁と明るいモダン・デコの

折衷が新鮮な〝デラックス・ルーム〞。

Hotel Calimala
ホテル・カリマーラ

Firenze
Italy

Via Calimala 2, 50123 Firenze

☎+39 055 0936360　hotelcalimala.com　

客室数／38　料金／1室250€～
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ホ
テ
ル
名
の
カ
リ
マ
ー
ラ
と
は
、
所
在
地
の

通
り
の
名
で
、
中
世
、
こ
こ
に
大
工
房
を
構
え

て
い
た
染
色
業
な
ど
の
組
合
「
ア
ル
テ
・
デ
ィ 

・
カ
リ
マ
ー
ラ
」
に
由
来
す
る
も
の
。
洗
礼
堂

や
大
聖
堂
の
建
築
に
大
貢
献
し
た
偉
大
な
る
組

織
で
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
歴
史
あ
る
名
を
冠
し
た
当
ホ
テ
ル
は

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
い
っ
ぱ
い
の
宿
。
ヴ
ェ
ッ
キ
オ

橋
ま
で
1
分
ほ
ど
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
立
地
に
あ

り
、
入
口
は
小
さ
く
て
見
逃
し
て
し
ま
い
そ
う

だ
が
、
最
上
階
に
は
息
を
呑
む
よ
う
な
３
６
０

度
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
る
、
３
層
に
も
な
っ
た

広
大
な
テ
ラ
ス
を
隠
し
持
つ
。

　
オ
ー
ナ
ー
は
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
経
営
す

る
イ
ス
ラ
エ
ル
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、カ
ー
メ
ル
・

イ
ラ
ン
氏
。
な
る
ほ
ど
館
内
に
は
１
０
０
点
も

の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
作
品
が
点
在

し
、
客
室
は
建
築
家
ア
レ
ッ
ク
ス
・
メ
イ
ト
リ

ス
に
よ
る
カ
ラ
フ
ル
な
モ
ダ
ン
・
デ
コ
を
組
み

合
わ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
折
衷
様
式
だ
。

　
絶
景
の
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

イ
ス
ラ
エ
ル
人
シ
ェ
フ
、
モ
フ
・
ナ
フ
タ
リ
ィ

氏
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
で
の
経
験
を
生
か
し

た
地
中
海
料
理
で
デ
ィ
ナ
ー
を
彩
る
。

　
古
都
の
歴
史
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
テ
イ

ス
ト
が
融
合
し
た
館
内
は
ス
タ
ッ
フ
も
充
実
し

て
い
て
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
24
時
間
対
応
と
い

う
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
も
、
オ
ー
プ
ン
後
瞬
く
間

に
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た
所
以
で
あ
る
。

歴
史
と
モ
ダ
ン
が
融
合
す
る

進
化
系
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
滞
在

1・5 大聖堂や宮殿を間近に望む立体式テラスでカクテルを。2 〝鯛のタルタル〞。3・4 〝牡 

蠣のグリル〞や〝イシモチの刺身〞は、重層的なスパイス使いと程よい酸味が絶妙な前菜。

6 リズミカルな大理石使いがユニークな浴室。7 オーナーの作品もあちこちに展示。8 19世紀

のファサード全体もホテル資本によって修復。9 歴史ある階段スペースはギャラリーのよう。

DATA Via Calimala 2, 50123 Firenze

☎+39 055 0936360　hotelcalimala.com　

客室数／38　料金／1室250€～
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貴
族
の
荘
園
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
で

極
上
の
ワ
イ
ン
を
味
わ
う

1 エノテカから覗ける大きなバリック室。2 〝自家菜園のサラ

ダ添えタルタル〞にはヴェルメンティーノの白を添えて。3 マ

ナーハウスを中心に瓦屋根が広がる風情あるボルゴ。

Borgo San Felice
ボルゴ・サン・フェリーチェ

Toscana
Italy

・ 厳選した食材の旨みを引き立たせる技はさすが。 新進気鋭のシェフ、フアン・カミロ・キン

テーロ氏とスタッフ。食部門は世界的スターシェフのエンリコ・バルトリーニも監修。

品あるトスカーナ・カントリー風の〝プレステージ・ルーム〞。 プールサイドでも本格ランチが楽

しめる。 コルクもリサイクル。 エノテカにはブルネッロやボルゲリのワイン、オリーブオイルも揃

う。 マナーハウスのある中心広場。 元搾油所の「ボタニック・スパ」。
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貴
族
の
荘
園
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
で

極
上
の
ワ
イ
ン
を
味
わ
う

DATA Località San Felice, 53019 

Castelnuovo Berardenga, Siena, Toscana

☎+39 0577 3964　borgosanfelice.it　

客室数／60　料金／1室560€～

Borgo San Felice

　
ボ
ル
ゴ
と
は
、
古
来
、
豪
族
や
貴
族
た
ち
の

領
地
や
集
落
を
意
味
す
る
伝
統
あ
る
呼
び
名
。

紀
元
前
に
起
源
を
遡
る
と
い
う
「
ボ
ル
ゴ
・
サ

ン
・
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
」
は
、
そ
ん
な
村
全
体
で

快
適
ス
テ
イ
が
楽
し
め
る
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ

フ
ー
ゾ
型
の
美
し
い
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
だ
。

　
こ
の
あ
た
り
は
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
の
命
に
よ

り
18
世
紀
か
ら
銘
醸
地
と
し
て
保
護
指
定
さ
れ

た
名
高
き
キ
ャ
ン
テ
ィ
・
ク
ラ
シ
コ
地
区
の
心

臓
部
で
あ
り
、
同
施
設
は
１
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
も
の
広
大
な
敷
地
と
ミ
シ
ュ
ラ
ン
１
ツ
星
レ

ス
ト
ラ
ン
も
完
備
す
る
。

　
ボ
ル
ゴ
を
復
活
さ
せ
た
の
は
44
年
前
か
ら
参

入
し
た
ア
リ
ア
ン
ツ
社
経
営
陣
の
「
美
観
へ
の

愛
と
情
熱
、
地
域
保
護
と
復
興
」
と
い
う
、
ま

る
で
ル
ネ
サ
ン
ス
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
の
よ

う
な
経
営
理
念
だ
。
早
く
か
ら
太
陽
光
パ
ネ
ル

や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

導
入
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
環
と
し
て
２
０
１
２

年
か
ら
は
障
害
者
と
高
齢
者
の
コ
ラ
ボ
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
有
機
菜
園
も
開
始
す
る
な
ど
、
ま
さ

に
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
＝
幸
せ
な
環
境
の
ボ
ル
ゴ
を

作
り
上
げ
た
。

　
蔦
の
か
ら
ま
る
石
壁
の
風
情
あ
る
館
に
泊
ま

る
も
よ
し
、
有
機
ブ
ド
ウ
畑
に
点
在
す
る
ヴ
ィ

ラ
で
憩
う
も
よ
し
。
ル
レ
・
エ
・
シ
ャ
ト
ー
・

イ
タ
リ
ア
部
会
長
も
務
め
る
支
配
人
の
目
の
行

き
届
い
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
ト
ス
カ
ー
ナ
の

田
園
に
癒
や
さ
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
だ
。

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
銘
醸
地
で

ト
ス
カ
ー
ナ
の
休
日
を
満
喫

1・3 厳選した食材の旨みを引き立たせる技はさすが。2 新進気鋭のシェフ、フアン・カミロ・キン

テーロ氏とスタッフ。食部門は世界的スターシェフのエンリコ・バルトリーニ氏も監修。

4 品あるトスカーナ・カントリー風の〝プレステージ・ルーム〞。5 プールサイドでも本格ランチが楽

しめる。6 コルクもリサイクル。7 エノテカにはブルネッロやボルゲリのワイン、オリーブオイルも揃

う。8 マナーハウスのある中心広場。9 元搾油所の「ボタニック・スパ」。
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Borgo I Tre Baroni
ボルゴ・イ・トレ・バローニ

Toscana
Italy

　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
車
で
東
へ
１
時
間
半
ほ

ど
の
フ
ォ
レ
ス
ト
・
カ
ゼ
ン
テ
ィ
ネ
ー
ジ
国
立

自
然
公
園
は
、
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
広

大
な
ブ
ナ
の
森
、
世
界
最
古
の
薬
局
を
持
つ
戒

律
厳
し
い
カ
マ
ル
ド
リ
修
道
院
な
ど
が
あ
る
サ

ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ゾ
ー
ン
。

　
そ
ん
な
森
の
入
り
口
に
あ
る
「
ボ
ル
ゴ
・
イ
・

ト
レ
・
バ
ロ
ー
ニ
」
は
、
そ
の
名
の
如
く
バ
ロ

ー
ニ
３
兄
弟
が
経
営
す
る
峠
の
旅
籠
で
あ
っ
た

が
、
２
０
１
７
年
か
ら
3
年
が
か
り
で
ス
パ
や

プ
ー
ル
を
完
備
し
た
リ
ゾ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
そ
の
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
マ

ー
テ
ル
」
が
、
気
鋭
グ
ル
メ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し

て
今
、
ひ
そ
か
に
評
判
を
呼
ん
で
い
る
。

　
シ
ェ
フ
は
三
男
の
フ
ィ
リ
ッ
ポ
氏
で
、
音
楽

や
ア
ー
ト
を
愛
し
、
と
り
わ
け
心
酔
し
た
の
が

森
の
食
材
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
ご
近
所
さ
ん
の

修
道
院
秘
伝
の
野
生
食
材
知
識
。
専
用
ラ
ボ
で

一
緒
に
研
究
を
重
ね
創
作
し
た
、
ト
ス
カ
ー
ナ

の
森
の
幸
を
昇
華
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ

は
、
野
趣
と
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
の
美
し
き
マ
リ

ア
ー
ジ
ュ
、
五
臓
六
腑
に
染
み
渡
る
旨
さ
だ
。

　
ス
パ
付
き
の
客
室
も
あ
る
の
で
、
森
林
浴
と

美
食
を
心
ゆ
く
ま
で
満
喫
し
た
い
。

山
の
幸
と
神
秘
が
融
合
す
る

森
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ

シ
エ
ナ
渓
谷
に
潜
む

リ
ト
リ
ー
ト
の
桃
源
郷

DATA Via di Camaldoli 52, 52014 

Moggiona, Arezzo, Toscana

☎+39 0575 556204　

itrebaroni.it　客室数／18　

料金／1室70€～

1・2 「マーテル」のこの夏のヒット料理２品〝アベマリ

ア・パスタの川エビ添え、ゾルフィーニ豆ソース〞と

〝スモーク・スパゲティのアブッチャート・サラミとリンド

ウ風味〞。レアな食材の調達と仕込みの凝り具合

が半端ない。器も秀逸。3 天然石を敷き詰めた湖

のようなプールサイド。4 品よい〝スイート・デラック

ス〞。5 雄大な自然に囲まれたボルゴ。6 112㎡も

のモダンな店内に、テーブルはたったの９席で真剣

勝負。夜のみ営業（日曜はランチあり）。7 最新

設備が整った大きなオープンキッチン。
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Borgo Santo Pietro
ボルゴ・サント・ピエトロ

　
シ
エ
ナ
西
南
に
延
び
る
旧
街
道
沿
い
に
ひ
っ

そ
り
と
佇
む
「
ボ
ル
ゴ
・
サ
ン
ト
・
ピ
エ
ト
ロ
」

は
、
中
世
の
こ
ろ
、
巡
礼
者
が
長
旅
の
骨
を
休

め
た
宿
場
村
で
あ
っ
た
。
８
０
０
年
の
時
を
超

え
た
現
在
、
こ
こ
は
デ
ン
マ
ー
ク
人
オ
ー
ナ
ー

の
ト
ッ
ト
ル
ッ
プ
夫
妻
が
手
塩
に
か
け
て
つ
く

り
上
げ
た
、
麗
し
き
５
ツ
星
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
リ

ゾ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
シ
ャ
ネ
ッ
テ
夫
人
自
ら

が
手
が
け
る
客
室
は
、
地
元
の
伝
統
職
人
に
よ

る
趣
味
の
よ
い
家
具
や
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
に
、
暖

炉
前
に
は
革
張
り
の
肘
掛
け
椅
子
も
置
か
れ
た

ノ
ー
ブ
ル
・
カ
ン
ト
リ
ー
ス
タ
イ
ル
。

　
施
設
内
の
有
機
農
園
で
は
、野
菜
や
ブ
ド
ウ
、

ミ
ツ
バ
チ
に
羊
や
豚
を
本
格
的
に
育
て
、
メ
イ

ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
サ
ポ
リ
ウ
ム
」
で
は
、
畑
か

ら
直
の
滋
味
深
い
料
理
が
い
た
だ
け
る
。
シ
ェ

フ
に
は
新
た
に
、
各
地
の
3
ツ
星
店
で
の
経
験

も
長
い
ア
リ
エ
ル
・
ハ
ー
ゲ
ン
氏
を
迎
え
た
。

　
緑
に
囲
ま
れ
た
「
ボ
ル
ゴ
・
ス
パ
」
で
の
施

術
や
、
畑
で
の
収
穫
か
ら
始
ま
る
料
理
教
室
に

絵
画
教
室
、
さ
ら
に
は
自
家
用
ヨ
ッ
ト
で
の
ク

ル
ー
ズ
と
、
夢
の
よ
う
な
お
楽
し
み
を
秘
め
た

今
様
リ
ト
リ
ー
ト
・
ボ
ル
ゴ
で
あ
る
。

シ
エ
ナ
渓
谷
に
潜
む

リ
ト
リ
ー
ト
の
桃
源
郷

DATA Località Palazetto 110, 

53012 Chiusdino, Siena, Toscana

☎+39 0577 75 12 22

borgosantopietro.com　客室数／20

料金／1室785€～

1 新設のヴィラはプライベートプール付き。2 敷地

内は色とりどりの花やオリーブ、柑橘類が溢れる楽

園。3 シエナ渓谷に囲まれたインフィニティプール

での夕陽は格別。4 本館内にある豪華な〝サント・

ピエトロ・グランド・スイート〞。5 スパではオリジナ 

ルのナチュラル・コスメ「シード・トゥ・スキン」を使用。

6 庭園にはモロッコ風の天蓋付きデイベッドも。 

バラやハーブの香りに包まれてまどろみたい。7 約

120haの広さを誇るボルゴ。すぐ近くには、有名なサ

ン・ガルガーノ修道院がある。

2

57 6

13

4

49

仕上サイズ
データ 登録
297
232

右アキ

297
232
右

天地
左右
アキ

吉
田

4

A
F
1
1
D
0
1
／
3
課
定
期

2021

034-049_イタリア_4.indd   49034-049_イタリア_4.indd   49 2022/10/05   15:142022/10/05   15:14


